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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・特記事項はありません。
＜患者様連絡事項＞
・山下　幸子様～本日14：00～やまばと寮スタッフとアセンドハウス中野渡様の面会がありました。
・内田　都影様～左下肢の痛みを訴え、ハップスター　2袋処方となっています。
＜要注目患者様情報＞

・原　吉郎様～独語や妄想に左右された訴えなく、日課やプログラムへは参加出来ています。本日の食事は、朝食は1/3摂取の為理由の問いに「少し体調が悪かった。」と答えています。昼食は全量摂取されています。バイタルサインは異常無く夜間の睡眠もとれています。引き続き、身体・精神症状の観察をしていきましょう。

・小笠原　文人様～本日の日中は、プログラムに参加するがラジオ体操も自己流で小声での独語が聞かれています。ニヤツキながら話掛けたり表情硬くしスタッフオフィス前のベンチに座り小声で独語しながら拳でベンチを叩いている行為あるが他者とのトラブルなく経過しています。感情の起伏目立っています。日課やプログラムの拒否はありません。引き続き、他者とのトラブルがないよう、見守りを継続していきましょう。
・澤田　德則様～4/22から数日に掛けてイライラ感を訴え、セパゾン（2）1Tを服用する
　事や部屋の不満を話しています。イライラして髪の毛を抜いてしまうとの事。又、左頬に擦過傷認め、「痒くて掻いた」と話しています。それ以降はイライラ感の訴えはなく過ごしています。夜間の睡眠も取れています。4/25（木）スタッフ付き添いにて外出され、支払いや嗜好品も購入してきています。表情穏やかでイライラ感の訴えは聞かれません。
・田端　テル様～日課やプログラムは周りの動きを見ながら行えています。夜間は休まれていますが、失禁がありリハパンを交換しています。本日は、作業へ参加中老眼鏡を使用し色塗りをしています。服薬時、眼鏡を掛けて服薬チェックをする様勧めていきましょう。本人から耳かきが欲しいと希望ありますが傷つける恐れもある為、売店での綿棒の購入を進めて下さい。他者トラブルとならない様に見守りしていきましょう。
・佐々木　淳様～気分高揚さ見られ、他者やスタッフへの話掛け多く見られています。夜間のトイレ覚醒時ふらつきあり見守り要し再入眠は出来ています。日中は、日課・プログラムへは拒否無く参加出来ています。不機嫌さも見られず、入浴も拒否ありません。入浴後のオヤツ後から、不機嫌さ見られ、荒々しい動作となる事があります。
・滝田　英人様～深夜帯で入眠困難さあり、睡眠時間が3時間程度となり食事前後休まれています。会話調の独語が断続的に聞かれていますが、他者トラブルはなくスタッフの声かけには対応し自制内で経過しています。引き続き日中の過ごし方や他者のトラブルに注意していきましょう。
・成田　富士子様～朝食後薬・昼食後薬服薬時、頓服薬の希望あり気持ちが落ち着かず不安になったと理由を話し不安・不穏時ロラゼパム(0.5)1T服用されています。午前の作業は、風邪症状を訴え休まれています。表情の硬さも見られているが食事へは各食レストランへ移動し全量摂取出来ています。服薬やインスリン注射は拒否無く実施されています。発熱はありませんが、鼻声、鼻汁見られています。風邪症状の観察と本人に対し統一した対応を徹底していきましょう。
・大上　なみ様～夜間の咳込み強く見られ、臨時薬が処方となっていますが、前よりは頭痛も良くなったし咳が減ったと話しています。精神症状・身体症状の観察をしていきましょう。
・鎌田　慶一郎様～本日昼食後ふらつきを訴え、血圧114/75㎜Hgと異常はありません。
　　　　　　　　　「めまいはないがふらつくんだよ」と話しています。身体症状の観察をしていきましょう。
＜田名部Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・沢田　徳則様～特に変わったところはなく経過していています。昨日は病棟スタッフ付添いにて、郵便局から預金を下ろして、入院費などの払い込みを行う目的で外出していました。その間も、スタッフの指導にしたがって大体落ち着いた態度で過ごすことが出きています。精神病症状の幻覚・妄想はなく過ごせています。夜間の睡眠は取れています。自宅退院へ向けて、生活訓練施設の調整を検討していきます。カリーユニ点眼液1本とイライラ時の頓服薬　セパゾン（2）1T　10回分処方となっています。

・鎌田　慶一郎様～4月18日検査の心電図結果は、完全右脚ブロックがみられており経過観察としていきます。特に変わった所はなく経過しています。夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできています。身体面での不調もなく、普段はこれまで同様に認知機能訓練課題に取り組んでいます。精神症状的に、被害妄想症状はなく、認知機能の目立った低下もないようです。弟様は千葉在住で遠方であり面談は出来ず、本人は単身生活も困難となっている為、介護認定調査を勧めながら施設を探していきましょう。御家族へも働きかけていきます。
・千葉　光広様～身体的に、疼痛は訴えることがあるが、日常生活に支障はありません。普段はこれまでと同じように作業療法に参加しています。精神症状的に、情意鈍麻は認めるが陽性症状の顕在はないようです。今後は、後見人制度についてSWへ確認しながら働きかけ、青山荘への見学・体験利用をすすめていきます。

・高橋　伸治様～身体面では、失調性歩行などは見られるが、日常生活に支障はありません。精神症状的に、陽性精神病症状はなく、情意鈍麻や思考生産性低下はあるが、それなりに安定しています。血圧も安定しています。処方や指示の変更などはありません。身障者向けの施設の方向へ進めて行く。
・松川　久雄様～最近の様子としても特に変わったところはなく経過していて、現在もアルコール渇望感は示すことはなく、精神症状的にもイライラや抑うつなどもありません。今後の単身生活にも備えていただくようにしていきます。処方や指示などの変更はありません。生活保護受給についての進捗状況をSWへ確認中です。
・高田　マキ様～4月18日検査の心電図結果としては特に異常ありません。訴えとしては相変わらず、食料などの買い物要求は多く聞かれています。精神症状面では、現在も「妊娠してる」といったテーマでの、非現実的な、誇大な異常思考内容があります。興奮や粗暴行為は特にありません。施設入所で検討していましたが、自宅退院へ向けて進めていきます。。
・越後　京子様～身体面でも腹部や背部の疼痛を訴える事もないようです。精神症状面では、情意鈍麻はややあるが、特に被害妄想追認症状などもなく落ちついています。入院当初は自宅退院としていましたが、本人・弟様より施設入所の希望があります。介護認定調査実施していきながら、退院支援を進めていきましょう。

・成田　富士子様～他者への依存性などから気分の易変性はあり、それによって、血糖測定などを拒絶したりすることはみられています。強い興奮などはありません。糖尿病治療に関しては、4月22日に診察を頂いて、これまでと同じインスリン量で行っており、血糖自体は落ちついてきています。血糖コントロールや精神症状の悪化防止に努めていきます。リウマチの検査は陰性となっています。両手の指関節の痛みあり、カロナール3×1で処方となっています。
・尾嵜　マリ子様～特に変わった所はなく経過していて、夜間の睡眠もとれて食事摂取もできています。身体面でも不調の訴えはありません。精神症状的に、現在も被害妄想症状や敵意などはないが、先日、家族面談で家族から希望があった施設入所に対して、決まるまで入院していなければならないことには不満を抱いていることがあります。4月18日検査の心電図は異常ありません。4/10 介護認定調査実施している為、介護度出次第入所できる施設を検討していきましょう。
・齊藤　光枝様～最近の様子としても特に変わった所はなく経過しています。身体面では、やはり歩行器を使用して移動ができています。食事も時間をかけて行えています。振顫は、まだあるが少なくとも増悪はないようです。精神症状面でも、健忘症状の悪化もなく、疎通も概ね的確に行えています。母親は施設入所希望されている様子ですが、役場へ相談しに行ったのか確認が必要です。退院支援を進めていきましょう。

・犾守　佑太様～特に変わったところはなく経過しています。身体面でも不調の訴えはなく、精神症状面でも、若干の硬直さはあるが、陽性症状の顕在は見られません。今後外泊予定がある為、外泊訓練を繰り返しながら退院へ向けて進めていきましょう。
・夏堀　麗紗～特に変わった所はなく経過していて、夜間の睡眠はとれていて食事の摂取
もできています。身体面でも特に不調の訴えはありません。精神症状面で
は、抑うつもなく、不安の増悪もないようです。他患者との交流もあるた
め、今後退院してからのデイケア利用につながっていくようにしていきま
す。4/25（木）青陽館の体験利用の為、スタッフ送迎にて外出されていま
す。今後の予定としては、4/29（月）14：00～16：00、5/2（木）9：30～
11：30で青陽館体験利用の為スタッフ送迎にて外出される予定です。
慣れてきたら退院に向けての話し合いの場を設けていきます。自宅へ戻
れるように支援していきます。
・織笠　健太郎様～最近の様子としても特に変わったところはなく経過していて、夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできています。身体面でも不調の訴えはないようです。精神症状面では、普段の過ごし方からみて「ウイルス」汚染を気にしているような行動も特になく他患者とのトラブルもありません。母親に対するときのみ、妄想の形をとるようであるが、疾病教育の冊子を見ても「ウイルス」発言はあったようです。病識がなく、病的体験に左右された行動がみられています。家族は自宅への退院について不安に思っており、見守り下での施設入所を希望しています。
　　　　　　　　　　疾病教育を実施するように働きかけていますが、ウイルス発言がある為延期しています。ゴールデンウィーク明けにＡ３の用紙で印刷し実施していきます。
＜ＳＳＴミーティング＞
・4月の短期目標の評価を行っていきます。
・
